
 

 

 

 

採用２年目から５年目までの厚生労働事務官（基準）、（安定）による座談会を 

開催いたしました。 

 

 

 

伊東：私自身が兵庫県出身であ

ったこともあるんですが、「労

働」は人生の中でも大きなウエ

イトを占めるものだと思ってい

て、その「労働」に関して困って

いる人をサポートしたいという

思いから兵庫労働局を志望しま

した。 

眞田：「仕事」というのは誰しも

生きていくために必要なことだ

と思うので、その「仕事」に関し

て安心して働いてもらったり、

働いていてケガをしてしまった

人たちを救ってあげられるとこ

ろに魅力を感じて労働局に決め

ました。 

児島：私は就職活動をしていた

ときに新卒応援ハローワークを

利用していて、その際によく対

応してもらったことがきっかけ

で労働局の業務に興味を持ちま

した。 

久後：私は大学のゼミが労働関

係のゼミであったこともあり、

仕事でも労働関係に携わりたい

と思ったことがきっかけです。

私は、ずっとデスクワークをす

るよりも人と接することができ

る窓口業務がやりたいという思

いもあったので、就職先を考え

たときにハローワークの窓口業

務に惹かれて労働局を志望しま

した。 

井上：私は皆さんと少し異なり

ますが、職員の方々の雰囲気で

決めました。就職活動の時期、

いろんな官庁をみましたが、兵

庫労働局の人事の方や説明会な

どに参加していた若手職員の方

がみなさん感じよく対応してく

れたことが決め手でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守安：私が公務員試験を受ける

年に新型コロナウイルス感染症

が流行し、友人の中にも内定取

消になったり、面接日程が後ろ

倒しになったりと、就職活動が

思うように進んでいないことを

目の当たりにし、こんなご時世

だからこそ働くことを支援でき

ればいいなと思い労働局を志望

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高澤：私は当初、地方公務員志

望でしたが、いろいろな官庁を

訪問する中で、唯一やってみた

いと思ったのが労働局の業務で

した。労働局の業務は地方公務

員と比較して、「労働」に関する

業務というところで一本筋が通

っており、そのような仕事の方

が自分には力を入れやすいと思

い、決めました。 

西端：私は野球をしているので

すが、ケガのせいで１年以上、

野球ができなかった期間もあ

り、つらい思いをしたこともあ

りました。そういった経験から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じようにつらい思いをしてい

る方々を助けることができるよ

うな仕事ができればいいなと思

い、労働局の仕事を選択しまし

た。兵庫以外の労働局も見まし

たが、兵庫労働局が一番採用活

動に力を入れていて、質問もた

くさんすることができ、職場の

明るい雰囲気なども感じられた

ので兵庫労働局を選択しました。 

 

 

 

 

伊東：安定系は窓口が多い一方

で、基準系はデスクワークが多

い印象があり、自分には窓口対

応より、デスクワークが向いて

いるなと思い、基準系にしまし

た。 

眞田：基準系の仕事がイメージ

しづらかったこともあり、私は

当初、安定系を志望していまし

た。業務説明会などに参加し、基

準系の業務を知っていく中で、

自分には基準系の方が向いてる

んじゃないかと考えるようにな

り、最終的に基準系を選択しま

した。 

児島：伊東さんと似ているんで

すが、私も窓口対応よりも調査

を地道に進めていく事務的な業 

務の方が自分には向いていると 

若手職員 座談会 (R５年 Vol.１) 

Ｑ１ なぜ皆さんは、数あ

る官公庁から兵庫労働局を

選ばれたのですか？ 

Ｑ２ 安定・基準を選択し
た決め手はなんですか？ 



思って基準系を志望しました。 

久後：私は就職先として、窓口

業務をやりつつ、少し事務作業

もあるような仕事をイメージし

ていたので、安定系一択でした。

安定系は窓口業務が多く、人と

接する機会が多いので、直接、

人の役に立っているなというこ

とを実感できるところも安定系

を志望した理由の一つです。 

井上：私は業務内容的には基準

系業務の方がおもしろそうだと

感じたのですが、説明会などで

お会いした人事の方や若手職員

の方の感じがよかったことが決

め手で安定系にしました。 

守安：私は人と話をすることが

好きで、自分には接客が向いて

いるなと思っていたことと、仕

事探しの支援をしたかったので

職業相談をやってみたいと思

い、安定系にしました。 

高澤：私自身、人と話をするこ

とは得意ではないのですが、人

の話を聞いたり、人のために何

ができるかを考えることは好き

だったので、安定系を選択しま

した。 

西端：労働局を知ったきっかけ

は安定系でしたが、自身がケガ

をした経験からそういったつら

い状況にある人を救済したいと

思い、基準系を選びました。あ

とは、自身のケガの経験も面接

で話しやすいかなと思って。 

一同：（笑） 

 

 

 

 

 

伊東：いろんな知識がつくこと 

ですね。監督署にたまに医師が 

来ることがあって、はじめて知

るようなこともたくさんあり、

自分が知らなかったことを学べ

る機会があることはよかったな

と感じています。 

眞田：有給休暇が取りやすいと

ころです。基準系の業務は基本

的に自分の担当の仕事を進めて

いくので、休みを取りやすいん 

です。たまに、今日は疲れたな

と思って、昼から休暇を取得す

ることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児島：人がいい人が多いところ

です。２、３年ごとに異動があ

るので、いろんな人と関わるこ

とになりますが、どこの職場で

も仲良くなれる人が何人かはい

ます。また、普段接する機会が

少ない人でもコミュニケーショ

ンを取りやすい人が多いところ

も魅力の一つかなと思います。 

久後：私が担当している窓口は

通院しながら、お仕事を探して

いる人を専門に支援する窓口な

のですが、来所される方々と相

談を繰り返しながら、お仕事が

決まった際は、自分のことのよ

うにうれしく、よかったと心か

ら思います。 

井上：皆さんがお話されていた

ことも確かにそうだなと思いな

がら聞かせてもらいましたが、

個人的には日々、業務で学んだ

ことが次の業務に生きてくる環

境で働けていることですね。 

守安：入庁前は、異動したらま

た１から新しい業務を覚えない

といけないものだと思っていた

んですが、実際働いてみると、

前の部署で学んだ知識や経験が

生きていることも多々あって、

自分の経験を活かせるところは

よかったなと思います。また、

窓口に来られる方から学ぶこと

などもあって、日々少しずつ知

識も増えていってるので、成長

する機会がたくさんあって素敵

だなと思っています。 

高澤：私は違う視点からお話し

しようと思います。 

兵庫労働局がある兵庫県は海も

山も温泉などもあって、遊べる 

幅が広いところが素敵だなと思

います。今年はハローワーク豊

岡の職員から城崎温泉の巡り方 

を教わったので、城崎温泉に行

こうと思っています（笑） 

西端：職場環境の良さです。誰に

質問をしても嫌な顔をせず答え

てくれますし、それこそ、今日来

られている児島さんも私が１年

目のときに同じ職場だったんで

すけど、やさしく教えてくれま

した（笑） 誰に質問しても教え

てくれる環境なので、のびのび

仕事ができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊東：最初は何も分からず、上司

に話を聞きながら仕事を進めて

いたんですが、最近は自分一人

でも案件を処理できるようにな

ってきて、成長したなと感じま

した。 

眞田：事務処理にかかる時間が

早くなったことです。請求を受

け付けたときに、この場合は何

をしないといけないかというの

が、自分で判断できるようにな

ってきました。 

児島：今までは小さなものでも

失敗をしてしまうと、ずっとそ

のことを考えてしまっていたん

ですが、今は切り替えて、業務に

取り組めるようになったことは

精神的に成長したなと感じてい

ます。 

久後：私は入庁して間もなくは、

電話対応が苦手でした。対面だ

と資料などを活用しながら、う

まく説明できることも電話だと

うまく伝わらないこともあり、

最初は難しく感じていたんです

が、回数を重ねていくにつれて、

順序立てて話せるようになり、

電話でもうまく説明できるよう

になったときは成長したなと感

じました。 

井上：私は当初、雇用保険給付 

Ｑ３ 兵庫労働局で働いて
いて一番良かったことは何
ですか？ 

Ｑ４ 仕事をしていて一番成

長した！と感じる点があれ

ば教えてください。 



課の窓口を担当していて、早く

処理しないといけないという思

いから、急いで処理をしている

と利用者の方から対応が冷たい

と言われたことがありました。

その時はかなり悩んでいたので

すが、徐々にハローワークは悩

んでいる方が来る場所なんだと

意識するようになってからは丁

寧な対応を心がけることができ

るようになり、気づけば感謝の

言葉をいただく機会が増えたこ

とは成長を感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

守安：視野が広がってきたこと

です。１年目は仕事を覚えるこ

とだけで精一杯で自分の窓口を

終わらせることだけを考えてい

たんですが、２年目、３年目に

なると精神的にも余裕が出てき

て、隣で後輩が対応している窓

口も気にしながら、何かあった

ときに手助けに入れるような体

制を整えたり、全体をみて忙し

そうな窓口の手伝いに入ったり

することが自分からできるよう

になりました。 

高澤：ハローワークの業務はい

ろんな人と接する機会が多いの

で、いろんな人の考えや価値観

を受け入れることができるよう

になったことは成長したなと感

じます。 

西端：質問することから相談で

きるようになったことです。 

入庁直後は分からないことは質

問ばかりしていたんですが、最

近は「こういう考え方であって

いますか。」など相談することが

できるようになったので、成長

を感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊東：これからの時期、説明会

や官庁訪問など、いろいろ忙し

いと思いますが、体調には気を

つけて頑張ってください。 

眞田：大事な時期だと思うので、

体調管理はしっかりしてもらえ

たらと思います。また、就職先

を考えるにあたっては、いろい

ろな官庁を実際にみて、後悔が

ない選択をしてもらえればと思

います。そのうえで、兵庫労働

局を選んでもらえたら一番うれ

しく思います。 

児島：私は大学生のときも楽し

かったんですが、社会人の今の

方がより楽しいと思っているの

で、皆さんも自分に合った仕事

を見つけて、楽しい社会人生活

が送れるよう就職活動を頑張っ

てください！ 

久後：就職活動は大変だと思い

ますが、自分がどのような仕事

をしたいかや、自分の性格など

を考える時期は今くらいしかな

いと思うので、自分がやりたい

ことなどを十分に考たうえで、

最終的に兵庫労働局を選んでも

らえたらうれしいなと思いま

す。 

井上：今は試験も終わり、大変

な時期だとは思いますが、自分

を見つめ直す数少ない期間だと

思うので、頑張ってもらえたら

と思います。 

守安：この時期は、周りの友達

と比較してしまい、不安や焦り

がある方もいると思いますが、 

たまには自分を甘やかしつつ、

前向きに官庁訪問などに臨んで

もらえたらと思います。皆さん

と一緒に働ける日を楽しみにし

ています。 

高澤：労働行政は入庁後も自分

の可能性を広げることができた

り、引き続き自分を高めていく

ことができるいい職場なので、

ぜひお越しください！ 

西端：今の時期は就職活動をし

ているときしか聞けない話をた

くさん聞くことができる貴重な

期間なので、いろいろな説明会

に参加していただいて、自分に

あったところを選択していただ

けたらと思います。 

兵庫労働局はのびのび仕事をで 

きる職場なので、ぜひ来ていた

だきたいと思います。 

 

Ｑ５ 最後に、受験生への

メッセージをお願いしま

す。 

本日の参加者 

（基準系の厚生労働事務官） 
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